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将棋棋譜における盤面情報を用いたカテゴリごとの指し手頻度測定
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概要

コンピュータ将棋のプログラムにおいて、可能な次局面に対して実現確率を求めることによって探索効率
を上げる方法が提案されてきた。これをさらに効果的にするために局面を分類しておき、そq)9J類されたカ
テゴリごとに実現擁率を予視庁ることを考える。そこで沖稿では、準備として王の安全度の違いに応じて局
面カテゴリを作る。そのカテゴリごとの指し手カテゴリの出現害恰の揖民ヨ識を行ったその結果、王佐凌
全度によって指し手の宮治の変化を確認した。これは王の安全度を実現確率に反映する必朝生を示している。
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1. Iまじめに

コンピュータ将棋の効騨句な探索手法として、局

面の実現擁率に基づくゲーム木探索アルゴリズムが

挙げられる[:1]。局面の実現施率とは、その局面にい
たるまでの刊買が実繋に指されて実現する確率であ

る[泊。この方法をさらに効剰旬こする為に、勝敗に
大きく関わる要素である王の安全度等￠溜彊の特徴

をいくつかのカテゴリに分類し、それぞれ刀カテゴ
リごとに可能な次局面に対し実現躍率を予担，Itするこ

とを考える。本稿ではその準備として、王の安全度
の違いに応じて局面カテゴリを作り、そのカテゴリ

ごとの指し手カテゴリの出現頻度の測定実験を行っ
た。この結果、王の安全度によって指し手の智治が

変化することを確認した。このことから可能な次局

面に対しての実現躍率を、局面の特徴から効剰旬こ

求めることが期待される。

本稿の鞠髭を次に示す。 2章と 3串こ測定実験に
用いる指し手や局面のカテゴリを述べる。 4章で測

定による頻度計算の方法を述べる。 5章で結果iこつ
いての考察を述べる。 6章でまとめを行う。 7章で
今後の課題を述べる。

Z 指し手カテゴリの設計
将棋の指し手には多くの種類の手があるが、 実験

に用いた主なカテゴリを述べる

(ア)駒を取る手

(イ)酎郁こ指した駒を厳頗しないで取る手

(ウ)師自に指した駒以外の駒を厳韻しないで取る手

(エ)歩を打つ手

(オ)その他の駒を打つ手
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(カ)王手を防ぐ手

(キ)王手をかける手

(ク)駒を取ることもなく、移動するのみの手

(ケ)自玉の二十四近傍に自駒が入ってくる手

(コ)自玉の二十四近傍から自駒が出て行く手

3. 局面カテゴリの設計
局面のカテゴリについて主なものを述べる。
1. 自玉のJ\.i田芳について自駒の数

11. 自玉のJ\.i田芳について敵駒の数

回. 敵王の八llr傍について敵駒の数

IV. 敵王のJ\.ilÏ傍について自駒の数
V. 自玉のJ\.ilÏ傍について味方￠痢lきの数
VI. 自玉の八llr傍について敵￠痢lきの数
VII. 敵王のj咽穿について敵併リきの数

VIII. 敵王の川丘傍について味方併IJきの数
民 1-'咽について王の二十四週穿の場合

I-Nについて、王カ哩蝶にいることでどの駒も行
くことのできない場所がある場合には正規化を行

フ。

4 指し手￠頻度測定実験
ある局面から次局面に対する実現確率を予視庁る

ために、将棋のプロの実戦棋譜からある局面から次
局面に遷秒する頻度を求める。ここで問題となるの
が、カテゴリ Aに属している数酒類の指し手の性質

である。閉じカテゴリの指し手はEいに独立として

考えるのれ似た性質を枠つ同じ指し手として総呈
してやるのれ本稿ではこの2程器約方法を考え、
2種類の指し手￠瀕度を計穿する式左用いた。

カテゴ!J~に属する指し手の頻度①=

実際に指し手dを指した局面の合計

指し手dを指すことが可能なすべての局面の合計

カテゴリ AIこ属する指し手の頻度②=

実際に指し手Aを指した着手の合計

指し手dに属する可能な着手の合計

具体的に図 1 を使って説明する。図 1 はある局面

P と Q のそれぞれの状態遷移図である。ここでP と
Q はそれぞれ別の局面である。 P はA1，A2， Bl の3

つ、 Q はA3， B2 の着手が可能である。 PはPl，P2，

P3、Q はQl，Q2にそれぞれ遷移する可制生がある。

ここでそれ按L鮮Pの指してしも局面に遷移するも

のとする。ここでそれぞれの値は次のようになる。

P2 
カテゴリAに属する指し手の頻度①=一一一

P+Q J. 

A2 
カテゴリAIこ属する指し手の頻度②=一一一一一=ー

Al+A2+A3 3 

図 1 ある局面からの遷移図

ここで包別立同じカテゴリに属する手は性質が似

ている手と考え、@別まそれぞれ刀指し手を独立に
考える。また、求めた頻度を使う場合にも、それぞ

れ別の使い方をする必要がある。本稿ではほとんど

q戒を使って算出されたグラフを輪ぜでし唱。

また、頻度の算出にはプロの実戦棋譜である将棋
年鑑の将棋の棋譜477局を実験に用いた。

5. 結果・考察
測定実験の結果を示し、考察を行う。調鹿実験で
は、指し手や局面のカテゴリ併協合わせは多く考
えられるが、実験結果より得られtd鴎駒わかりや
すし惜果を載せて述べる。例えば駒を取りながら王
手を防ぐ手を調べる場合、指し手カテゴリの{ア)の
駒を取る手と(カ)の王手を防ぐ手の両方を満たす手
を考える。局面カテゴリに伸べた自駒のJ\.ilÏ働こつ
いて静〈た結果、駒を取る手や王手を防ぐ手に大き
な変イ包が見られなかったので、図2 と図 3以外は王
の周りの利きの局面カテゴリを使った実験針Tった。

図 2出敏王の安全度による指し手頻度の変化であ
る。
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図 2 敵王の安全度鏑妊の二十四近傍における敵の

駒の紛による指し手頻度の変化
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横軸は敵王の近くの二十四近傍にある原撤の和で
ある。敵の駒が多くなるにつれて、味方が王手をす
る害}合が減っているのがわかる。また自玉の二十四
近傍においての味方駒に変動はほとんどない。つま
り敵王二十四近傍に敵の駒がし、る安全度と、自玉の

二十四近傍の味方駒の移動はほとんど関係なさそう
だといえる。

鼠王の安全廃による指し手鍋底の変化
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図 3 敵王の安全度情妊の二十四近傍における敵の

駒の霊的による指し手頻度の変化

図 3は図2の敵王の安全度による指し手頻度の変

化を、信成を使って出したものである。信武を使っ
た場合、閉じカテゴリに属する指し手が多いものと

少ないもので値に大きな差掛できてしまう。よって、
以降i京訴えによる頻度算出を行っている。このグラ

フも王手の害冶が減り、自玉の二十四近傍の駒を動
かす指し手はほとんと変化がなしL 次に玉の安全度
を利きによって表したカテゴリを使ったものを図4

に示す。

自玉の安全度による指し手頻度の変化
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図4 白玉の安全度任の)IJ.出期とおける味方の利

き)による指し手頻度の変化

図4は自玉の安全度だけを考えたもので、自玉が

安全になるほと宝手カ沙なくなっていることがわか

る。また、それに対して駒を取りながら王手を防ぐ
手が増えている。ここで注意しなければならないの
は、自玉八近傍繍jきの蜘s 17 を超える場合は稀

だということである。また利きの数が 1 の場合も利

きが 17 を超える局面の出現率ほどではないが、少
なくなっている。
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図 5 自玉の安全嵐自玉の二十四週穿の味方￠痢lき
の霊的による指し手頻度の変化

図4は自玉の八i国芳の味方の利きの数であったが、

閉じ指し手カテゴリで、自玉の安全度を二十四週穿
に拡大した場合が図 5である。この場合も図4 と同
様に、王手の頻度が減っている。そして厳取りでも、
打つ手でもなし移動する手が増えている。駒取りな
がら王手を防ぐ手が、図4 と比べてなめらかな曲線
になってきている。これは味方￠申jきの数が自玉の
二十四近傍よりも八ilí:傍の場合の方が駒を取りなが
ら王手を防ぐ手に大きく関わってきているというこ

とである。また、このグラフも利きが 20 を越える
あたりからデータが極端に少なくなっている為、曲
線が急に恩院2上がったりしてしまっている。
これらにより、自玉の安全度を自玉の八近傍の味
方繍lきとした場合に、味方併IJきが多b場合には

駒を取りながら王手を防ぐ手が多く、逆に王手が少
なし L 味方￠涛IJきが少なくなるにつれて王手が多く
なり、駒を打ちながら王手を防ぐ手が少なくなって
いることがわかる。また、この指し手カテゴリの場
合では王の安全震は)IJ.丘傍も二十四近傍もさほど変

わらないグラフであった。ただし、それぞれ横軸の
両端のデータは頻度が少ないので大きく変わる可能
伽まある。

図6は自玉の)IJ.尉穿に敵の駒の利きがある場合で

ある。敵の駒併IJきが多いと、駒を取りながら王手
を防ぐ手が多くなっていることがわかる。また、移
動のみの手が減ってくる。これらは敵￠域防刷きが
多い場合に、駒を取りながら王手を防ぐ手が多くな

っていることより、味方の形勢が悪くなった場合に
王手を防ぐ手が重要であることを示している。グラ
フl訴IJきの数が 11 を超えるあたりから局面の出現

回数カ織り、信欄割程くなっている。
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図6 自玉の組境国民自玉の八近傍における敵の利き
の義的による指し手頻度の変化

図7は自玉の八近傍における味方駒の数と、敵王
の}\ili:傍における敵駒の数のカテゴリを組み合わせ
た場合の指し手の変イヒである。自玉の周りに味方駒
治叩Pなく、敵駒の周りに敵駒カ叩Pないほど王手を差

す曾}合が増えていることがわかる。
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図7 自玉と敵王￠喧珪渡佳のI}\i酎穿における味方

顧問利きの紛における主手￠場渡の変化
x=自玉の八i国勝味方利きの数
Y司敏王の八近傍の味方利きの数

6. まとめ

味方の駒キキIjきの数を入れた王の安全震の週，、iこ
応じて局面カテゴリを作り、それ窃ωカテゴリに
おける指し手￠場渡を調ペた。その結果、王の安全
度によって、指し手￠庸治の変化を確帯することが
できた。しかし王の八ili:傍の味方駒の数を安全震と
した場合は指し手カテゴリの変{伽臨しづらい為
に、王の八近傍￠痢lきを手Ij用した。また、王の二十
四近傍の味方駒の数の場合も、王の八近債の味方駒

の数と大き都町ヒは見られなかった。

王の八近傍の利きを安全度とした場合でも指し手
カテゴリによっては変化がないが、王手等の指し手
に変化を見ることができた。これらより、王の安全
度を実現確率に反映する必要性を示している。また、
局面のカテゴリによって指し手￠膚J合が変化する指
し手も材ぽ、変化しなb精し手もあることからわ
かるように、今回用いた局面のカテゴリの設計が関

係している。これにより局面のカテゴリごとに分類
した指し手￠場渡調陀は有効であるとわかる。

7. 今度の課題
局面のカテゴリを増やすことが考えられる。例え
ば持ち駒の歩の数や、その他￠駒の数や、大駒の自

由度なと‘である。局面の有利・存司~Jを考えた着手の
選択を考えることも局面カテゴリの設計次第で期待
できると予想される。
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